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　10 月 5 日～ 6 日にかけて平取町・二風谷国際先住民族フォーラム 2019 ウウェカㇻパが行われました。

マオリ族の言語の消滅の危機と発展について

　マオリ族は現在ではニュージーランドの他の民族よりも人口が少なく、1990 年代に
標準語が英語に変わったことをきっかけに、マオリ語消滅の危機に直面しました。
　単に文化伝承するだけではなく、自分たちが抱える社会問題にも対応するため、自分
たちの歌と踊りを披露し、パフォーマンスすることで自分たちの文化を訴えてきました。
2000 年の学校創設時には歌のレパートリーは、一曲しかありませんでしたが、作曲の
経験がない中でも学校の全員で協力しながら歌を作り続け、現在では約 50 曲の歌が新
たにレパートリーとして加わっています。
　バード氏によれば、彼女の学校では、授業にアイヌ語の科目を取り入れることも目標
とし、検討しているようです。

先住民族の文化保護と基本的人権について

　先住民族の遺産、文化、道具などは大切に扱われるべきであり、他の人たちが、十分
な理解もなしに公表することは暴力行為だとも言え、遺産保護は基本的人権とみなされ
るべきだと考えます。北米ではたくさんの、公有物を自由に使えるため、先住民の方が
良い顔をしないという事例も起き、神聖なイメージが壊され、間違った解釈をされるこ
とが多いという弊害も起きるのです。部外者はそれがいかに重要なのかがわからないた
め、遺産はコミュニティーの中で保存されるのが一番であり、それにより人権も守られ
ます。遺産、歴史や価値は人によって異なりますが、守られることは有形遺産、無形遺
産関係なく道徳的に必要です。そのため先住民の話を聞き距離を考えながら歩み寄り、
共有したいものか、したくないものかを見極め、不適切な方法で文化が使われると、ど
のような被害があるのか考えることも重要です。

　マオリ族の方々が交流会のためにオリジナルの歌を作って披露されました。
その歌の中には「イランカラプテ」の言葉もありました。その後は阿寒、平取
のアイヌ文化保存会他、アイヌ民族文化財団の舞踊チームが古式舞踊を披露し、
参加者、講演者とともに大きなホリッパ（輪踊り）を踊り楽しい賑やかな交流
会となりました。
　最後はホルムベルグ氏がサーミのヨイク（伝統歌謡）を 2 曲歌い、交流会を
締めました。

国家とサーミの状況について

　国家が計画する開発構想はサーミの人たちにとって必要のないものもあります。
　フィンランドはとてもクリーンな国で今現在、水、食べ物など生きるうえで必要な資
源には特に困ることのない国です。それは、未来のために先人たちが量を調節して必要
最低限しか資源を利用しなかったからでした。しかし鉄道、鉱山、風力発電などの開発
が構想されサーミの生活が脅かされようとしています。サーミはトナカイの放牧もして
いるので、開発されれば影響は免れません。
　また、現在でも、温暖化が進んでしまい、雪ではなく雨が降ることが多くなっています、
降った雨が凍ってしまい放牧したトナカイが自分で植物を食べられなくなっています。
やがて気候変動により今世紀で 20 度気温が上がり、冬がなくなるともいわれています。
そうなると、伝統文化を継承することは、ますます難しくなります。

主催：平取町・二風谷国際先住民族フォーラム 2019 実行委員会
　　：一般財団法人自治総合センター

公演終了後交流会が二風谷生活館で行われました

リアン・バード氏
【ニュージーランド】

テ・クラ・カウパパ・モトゥハケ・
オ・タヒウアウ副校長。文化復
興とアイデンティティーの確立
に向けて取り組んでいる。

ジョージ・ニコラス氏
【カナダ】

サイモンフレイザー大学教授。
考古学部長。30 年以上にわたっ
て、世界各地で先住民族との協
働を続けている。

アスラック・ホルムベルグ氏
【フィンランド】

フィンランドのサーミ議会議員
を務め、文化委員会に所属。サー
ミの非政府系組織を統括する
サーミ評議会副代表も務める。

平取町・二風谷国際先住民族フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　  2019 ウウェカㇻパ 開催
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※ 9 月末現在に平取町に住む 85 歳以上の方の人数
　男性 96 人　女性 228 人　計 324 人

長寿者番付表東 西

お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

寿

令和元年 10 月 1 日現在（敬称略）

特集　長者者番付特集　平取町・二風谷国際先住民族フォーラム 2019 ウウェカㇻパ
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早寝・早起き・朝ごはんは、元気の基本！

　『 血 糖 値 ス パ イ ク 』と は 、食 後 に 血
糖 値 が 上 昇 す る 状 態 の こ と で す 。健
康 な 人 の 血 糖 値 は 空 腹 時 で 7 0 ～ 1 1 0
㎎ / ㎗ で す 。そ し て 食 事 を と る と そ の
血 糖 値 は 上 昇 し ま す が 、通 常 、食 後 は
1 4 0 ㎎ / ㎗ を 越 え る こ と は め っ た に な
く 、2 ・3 時 間 も す れ ば 正 常 の 範 囲 に
戻 っ て き ま す 。と こ ろ が 、食 後 に “ 大
き な ク ギ （ ス パ イ ク ）”の よ う な 形 を
示 す よ う に 基 準 値 を 超 え 、血 糖 値 が
急 上 昇 す る 例 が あ り ま す 。こ の 状 態
を “ 血 糖 値 ス パ イ ク ”と い い 、特 定 健
診 で の 糖 尿 病 検 査 で は 、空 腹 時 血 糖
値 は 正 常 で も 、H b A 1 c （ ﾍ ﾓ ｸ ﾞ ﾛ ﾋ ﾞ ﾝ ｴ
ｰ ﾜ ﾝ ｼ ｰ ）値 が 高 い 場 合 、こ の 血 糖 値 ス
パ イ ク が 起 き て い る 可 能 性 が 高 い と
い え ま す 。

　 町 実 施 （ H 3 0 ）の 特 定 健 診 受 診 者 の う ち 、約 7 0 %
の 人 が H b A 1 c 値 の 基 準 値 5 . 6 % を 超 え て い る 結 果
で し た 。ま た 、空 腹 時 血 糖 値 が 1 0 0 ㎎ / ㎗ 未 満 の 人 に
比 べ 、1 0 0 ～ 1 2 5 ㎎ / ㎗ の 人 は 5 年 間 で 糖 尿 病 に 移
行 す る リ ス ク が 約 6 倍 。こ れ に 加 え て H b A 1 c 値 が
5 . 6 % を 超 え る と 約 3 2 倍 に も な り ま す 。

　 血 糖 値 ス パ イ ク を 起 こ し や す い 人 に は 、① 『 朝
食 抜 き 』② 『 ド カ 食 い 』③ 『 早 食 い 』と い っ た 生 活
習 慣 の 特 徴 が あ り ま す 。予 防 す る た め に は 、こ の
3 つ の 生 活 習 慣 の 反 対 の 生 活 を 心 が け る と い い で
し ょ う ！ ① 『 朝 食 を 必 ず 食 べ る 』② 『 ド カ 食 い を
し な い 』③ 『 ゆ っ く り 食 事 を す る 』

≪改善のための食 事や運動面での具体的改善ポイント≫
① 『 炭 水 化 物 の 「 重 ね 食 」× 』
   ラ ー メ ン & ラ イ ス 、お に ぎ り & 菓 子 パ ン ・・・×
② 『「 野 菜 」から食 べる○ 』（ ﾍ ﾞｼ ﾞﾌ ｧ ｰ ｽ ﾄ ）
   食物繊 維の働きで急激な血糖値の上昇を防ぐ・・・○
③ 『 食 後「 歩いて 」血 糖 を下げ よう○ 』
   食事で上がった血糖値をｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞー 消費で下げる・・・○

食 と 健 康 セ ミ ナ ー 　 　 　“ 正 し く 知 っ て ！ 正 し く 防 ご う ！ ”

　　　　　　　『糖尿病について知ろう ! ! 』
　 　 　 　 　 　 　 　 〇 日 　 時  令 和 元 年 1 2 月 8 日 （ 日 ）9 ：0 0 ～ 1 3 ：0 0
　 　 　 　 　 　 　 　 〇 場 　 所  ふ れ あ い セ ン タ ー び ら と り ( 多 目 的 集 会 室 )

☆ 自 分 の 食 後 血 糖 値 を 測 定           

☆ 活 力 年 齢 測 定                       

☆ 代 替 甘 味 料 紹 介 コ ー ナ ー

〇 9 : 0 0 ～ “ 自 分 の 身 体 の 状 態 を 知 ろ う ! ! ”体 験 ・展 示 コ ー ナ ー

☆ 体 組 成 チ ェ ッ ク  

☆ 生 き た 血 液 チ ェ ッ ク （ ﾐ ｸ ﾛ ･ ｱ ｲ ）

☆ バ ラ ン ス の 取 れ た 食 事 の 試 食 （ 宅 配 食 ）な ど ･ ･ ･

〇 10 : 0 0 ～ [ 講 演Ⅰ] 糖 尿 病について（ 仮 ）

〇 講 師  平 取 町国民 健 康 保 険 病 院

        副院 長  梅 津  知 文 氏

〇 11 : 3 0 ～ [ 講 演Ⅱ] 糖 尿 病 予 防 の ための 食 事（ 仮 ）

〇 講 師  札 幌 保 健 医 療 大 学 保 健 医 療 学 部  

        栄 養 学 科 学 科 長  久 保  ちづ る氏

　　 知ろう！防ごう！

[ 血糖値スパイク]( 食後高血糖)

平取町は・・・

[ 血糖値スパイク] の方が多い?!

[ 血糖値スパイク]

起こしやすい人！改善ポイント！

〇 問 合 せ  保 健 福 祉 課  保 健 推 進 係   ☎ 4 - 6 112

食 食育
保健福祉課 保険推進係　No.20

　第 43 回日高管内道民芸術祭「軽音楽祭～フォーク～」

が中央公民館で開催されました。

　新冠町、新ひだか町、浦河町、平取町の音楽愛好家がフォー

クソングなどの持ち歌を披露しました。最後に平取町 120

年記念事業として札幌市から「北海道歌旅座」がゲスト出

演し、100 名ほどの聴衆は懐かしい曲に手拍子を打ちなが

ら、聴き入っていました。

軽音楽祭～フォーク～（9/29）

　㈱三和日成所有の小平地区の山林で、バチラー保育園の栗拾いが行われました。すみれ組とひ

まわり組の園児 20 名が秋晴れの空の下、大きな栗に歓声を上げながら夢中で栗を拾っていました。

バチラー保育園栗拾い（10/10）

　今年 100 歳を迎えた中西ミツさん（振内）に、老人の日

記念事業としてお祝い状と記念品が内閣総理大臣より贈呈

されました。中西さんは、元気なお姿で贈呈式に出席され、

届けられたお祝い状と記念品は、川上町長から中西さんに

手渡されました。

内閣総理大臣表彰 100 歳（9/11）

　９月１０日から１４日までの４日間、平取

町と連携協定を結んでいる立命館大学から経

済学部３回生５名が、農業体験合宿のため平

取町を訪れました。

　５名は振内地区の受入農家３件のもとで、

一生懸命に農作業を手伝い、ゼミや講義で学

んだことと、実際の農業経営・農村地域の姿

を対比させ、農業問題についての認識を深め

ました。最終日のまとめでは、「自分たちでも

大変なのに、自分たちの親以上の年齢の皆さ

んが本当に頑張っていて驚いた」など、実際に体験したり話したからこそわかる、農作業の大変

さや、過疎地域での営農の将来についてなど、多くを学び、考える貴重な機会となったと、合宿

の成果を確認していました。

まちのひろば
立命館大学農業体験合宿（9/10 ～ 9/14）
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教育委員会からのお知らせ

日ごろの学習成果を大いに発揮 !　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　～振内中文化祭・平取中学校祭～

北海道平取高等学校への振興支援

町内各小学校３・４・５年生がそれぞれ社会科見学を実施 ! 

　教育委員会では、平取高校の特色ある教育活動を支援するとともに、入学および在学する生徒

の保護者負担の軽減に努めることにより、高等学校教育の一層の充実を図ることを目的として、

以下の取組みを行っています。 　9 月 20 日に振内中文化祭、21 日に平取中学校祭が開催されました。振内中は文化祭テーマ「平和」・

全校スローガン「煌～共に生きるから」、平取中は年間テーマ「勇往邁進～立ち止まるな。常に今の自

分を越えていけ～」をそれぞれ掲げ、エネルギッシュに日ごろの学習成果を発揮していました。学校全

体が一つになった、大成功の文化祭・学校祭となりました。

　3 年生は 9 月 3 日に荷菜の大崎哲也さんのトマトハウスと選果場、二風谷アイヌ博物館、平取消防署

を見学しました。

　4 年生は 9 月 11 日に平取清掃センター ( 平取町外 2 町衛生施設組合 ) とふれあいセンターびらとりを

見学し、午後からは平取消防署を見学しました。

　平取小 5 年生は 9 月 17 日に町外見学を行い、平取小以外の 5 年生は、今年初めて 4 校で苫小牧市の

トヨタ自動車工場などの町外見学を実施しました。

振 興 支 援 の 種 類 内 　 　 　 容

１ ．遠 距 離 通 学 生 徒 通 学 費 補 助 事 業
公 共 交 通 機 関 の 乗 車 区 間 が 片 道 ６ ｋ ｍ
以 上 の 生 徒 を 対 象 と し て 定 期 券 購 入 費
か ら １ 万 円 を 控 除 し た 額 を 補 助

２ ．各 種 資 格 検 定 等 料 補 助 事 業
各 種 の 資 格 検 定 等 に 要 す る 経 費 に つ い
て 補 助

３ ．制 服 等 購 入 費 補 助 事 業
新 入 学 生 徒 を 対 象 と し て 制 服 購 入 費 に
つ い て 全 額 補 助

４ ．部 活 動 費 補 助 事 業 要 項 で 定 め る 部 活 動 経 費 に つ い て 補 助

５ ．見 学 旅 行 参 加 費 補 助 事 業
見 学 旅 行 に 参 加 し た 生 徒 を 対 象 と し て
旅 行 経 費 の １ / ４ を 補 助 （ 上 限 ３ 万 円 ）

６ ．平 取 高 校 教 育 振 興 会 補 助 事 業
平 取 高 校 教 育 振 興 会 の 活 動 に つ い て 、
毎 年 次 、予 算 で 定 め る 額 を 補 助

７ ．学 力 向 上 サ ポ ー ト 事 業
外 国 語 指 導 助 手 （ Ａ Ｌ Ｔ ）派 遣 お よ び
休 日 等 に お け る 学 習 補 充 講 師 派 遣

８ ．新 入 学 祝 品 贈 呈 事 業
新 入 学 生 徒 へ の 祝 品 と し て 、町 教 委 よ
り 贈 呈 （ 電 子 辞 書 ）

９ ．町 有 バ ス 利 用 貸 出 事 業
平 取 高 校 の 行 事 等 に つ い て 、町 有 バ ス
の 利 用 貸 出 （ 年 間 １ ２ 回 を 限 度 ）

～振興支援対策事業～

～中学校学力向上および平取高等学校生徒支援事業～

振 内中 3 年 生 演 劇「ロードム ービ ー 」

平 取 中 3 年 生ダ ンス「 よさこい 演 舞 」

振 内中 2 年 生 演 劇「 P r e s e n t ～ 受 け 継 が れ る家 族 」

平 取 中1 年 生 演 劇「 逃 亡 者 ～ 夢 を 追 い か けて ～ 」
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教育委員会からのお知らせ

悩まず楽しみながら子育てを　～子育て講座～ゴールラインだけを目指して　～第 35 回町民マラソン大会～

日高町・平取町合同キッズリーダー交流会

ジップライン・スラックライン体験　～第２回チャレンジ教室～

　9 月 7 日、ふれあいセンターびらとりにおいて、1 回目の講座として映

画「かみさまとのやくそく」が上映され、19 人が参加しました。この映画は、

胎内記憶を持つ子どもたちへのインタビューを中心に、おなかの中にいた

ときの記憶や受胎する前の記憶について編集したものです。

　子どもが親を選んで生まれてきたと話している映像をとおして、「親が

素直に受け入れることで子どもへの見方が変わり、母親が幸福感を感じて

子育てを行うことができる」と伝えています。参加者からは、「子どもを

心から愛そうと思えるようになった」「子育てをし

て大変なこともあるけど、そんなときはこの映画

を思い出そう」などの感想が寄せられました。

　9 月 10 日には、2 回目の講座「幼児期からの運

動プログラム」が中央公民館で開催され、５組の

親子が参加しました。札幌国際大学の本多理紗氏を講師に招き、講演と実

技を行なわれました。「幼児期の運動は、将来運動に親しみを持つように

なるだけでなく、運動機能を司る神経系の発達にも大きく影響する」との

講話に続き、後半は身近にある新聞紙などを使い、五感を刺激するような

運動を指導していただきました。参加者からは「親子で触れ合える運動が

できて楽しかった」などの声が聞かれ、幼児期における運動の重要性を学

ぶことができました。２回の講座を通じて、一人で悩まず、楽しみながら

子育てすることの大切さが共有されました。

　9 月 29 日、本町親水公園で町民マラソン大会が開催さ

れ、58 人が参加しました。大会当日はくもりで、選手の

皆さんにとってはとても走りやすい秋らしい気候となり

ました。

　また、小学１年生男子の部では、神田峰歩くんが４分

１３秒８８の大会新記録を達成し、会場を沸かせました。

　8 月 31 日から 1 泊 2 日で「日高町・平取町合同キッズリーダー交流会」

が、新冠町立日高判官館青年の家で開催されました。

　この交流会は、地域の特性や環境を生かした体験活動を通じて、日高町

と平取町の児童の交流を図り、集団活動でのリーダーの役割、必要性を理

解し、お互いに学びあうことを目的として行われています。

　参加者は、青年の家周辺のウォークラリーやバーベキュー、乗馬などを

体験しながら、新しいお友達と楽しく交流しました。悪天候のため予定し

ていたカヌーやナイトウォークができず、残念な思いもしましたが、みん

な笑顔で自分たちで準備したバーベキューを食べたり、乗馬を楽しんだり

していました。

　　9 月 28 日、「第 2 回チャレンジ教室」が二風谷ファミリーランドで開

催されました。今回は、森の中に張ったワイヤーを滑車で滑り降りる「ジッ

プライン」と、2 本の木の間に張った専用ラインの上を渡って楽しむ「ス

ラックライン」を体験しました。小学１年生から５年生の 17 人が参加し、

ジップラインでは、装着したサドルに専用のロープを付け、８ｍほどの高

さから３０ｍほどの距離を滑り降りました。「楽しかった」、「もう一回や

りたい」と満足げな声が森の中に響き、自然の中での遊びを満喫しました。

部 　 門 距   離 氏 　 名 学 校 名 等 記 　 録

幼 　 児 　 男 子 １ k m 高 橋 　 桜 介 振 内  5 分 1 6 秒 2 2

小 学 生 １ 年 　 男 子 １ k m ★ 神 田 　 峰 歩 平 取 小 4 分 1 3 秒 8 8  

女 子 １ k m 相 田 　 音 琶 平 取 小  4 分 4 4 秒 0 3

２ 年 　 男 子 １ k m 橋 尾 　 優 作 貫 気 別 小  4 分 4 3 秒 0 6

３ 年 　 男 子 ２ k m 鈴 木 　 匠 吾 貫 気 別 小  8 分 5 2 秒 1 0

　 　 　 女 子 ２ k m 高 橋 　 双 葉 振 内 小  1 1 分 4 2 秒 5 0

４ 年 　 男 子 ２ k m 高 橋 　 歩 夢 振 内 小  8 分 5 5 秒 6 8

　 　 　 女 子 ２ k m 相 田 　 琴 音 平 取 小  9 分 4 5 秒 1 8

５ 年 　 男 子 ３ k m 相 田 　 啓 斗 平 取 小 1 6 分 1 0 秒 3 3

６ 年 　 男 子 ３ k m 高 橋 　 優 斗 振 内 小 1 3 分 2 9 秒 2 2

　 　 　 女 子 ３ k m 山 口 乙 都 羽 平 取 小 1 2 分 4 2 秒 2 5

中 学 生  １ 年 　 男 子 ６ k m 神 田 森 太 郎 平 取 中 2 7 分 5 2 秒 0 5

　 　 　 女 子 ４ k m 鹿 戸 　 舞 華 平 取 中 1 9 分 0 6 秒 1 0

中 学 生  ２ ・３ 年 　 男 子 ６ k m 門 田 　 宣 晟 平 取 中 3 6 分 4 3 秒 2 5

　 　 　 女 子 ４ k m 鹿 戸 　 聖 華 平 取 中 2 2 分 2 3 秒 8 6

青 年 ( 3 0 歳 未 満 ) 男 子 ６ k m 三 浦 　 優 也 本 　 町 2 5 分 5 6 秒 7 8

成 年 Ａ ( 3 0 ～ 3 9 歳 ) 男 子 ４ k m 長 谷 川 雅 一 富 　 川 2 2 分 5 1 秒 2 2

成 年 Ｂ ( 4 0 ～ 4 9 歳 ) 男 子 ４ k m 山 田 　 真 悟 本 　 町 1 9 分 3 3 秒 8 8

成 年 Ｂ ( 4 0 ～ 4 9 歳 ) 女 子 ３ k m 飯 田 　 郁 子 振 　 内 2 1 分 4 4 秒 8 6

成 年 　 男 子 ６ k m 鈴 木 三 二 男 川 　 向 2 5 分 5 5 秒 0 8

壮 年 ( 5 0 歳 以 上 ) 男 子 ３ k m 田 中 　 研 吾 紫 雲 古 津 1 4 分 1 6 秒 7 6

女 子 ３ k m 大 塚 恵 美 子 本 　 町 1 6 分 5 9 秒 8 8

★各 部 門 優 勝 者★
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『なにしろ、親の

ごはんが気になる

もので。』／金子文恵

（家の光協会）

　離れて暮らす親の

食事が気になったら 

この一冊。

　なんと一食分まるごとお弁当に

して冷凍するレシピ。食べる時は

レンジで温めるだけなのでお手軽

です。

　遠距離介護で生まれたレシピで

すが、日常的にも使える方法です

ので試してみてはいかがでしょうか。

図書館へいこう

　１１月７日（木）

【振 内 地 区】 10：00 ～ 12：00　山の駅ほろしり館

【貫気別地区】 14：00 ～ 16：00　貫気別生活館

■　貸出期間は次回の巡回日までになります。

■　毎月第一木曜日に運行します。

　※　図書ワゴン運行予定　※　

　【問合先】　平取町立図書館

　TEL　01457-4-6666

　FAX  01457-4-6871

　ﾒｰﾙ　risu2@guitar.ocn.ne.jp

　
○開館時間　火～金曜日　９：３０　～　１８：００

　　　　　　　土・日曜日　９：３０　～　１７：００

　○休館日　　月曜日・祝日

　　　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館

　

【小説・エッセイ】

『老父よ、帰れ』／久坂部羊

『たそがれダンサーズ』

／桂望実

『楽園の真下』／荻原浩

『トリガー』上・下／真山仁

『欺す衆生』／月村了衛

『百舌落とし』／逢坂剛

『あの日に帰りたい』

／小路幸也

『かわいい見聞録』／益田ミリ

『命あれば』／瀬戸内寂聴

『人生は美しいことだけ憶え

ていればいい』／佐藤愛子

『本にまつわる世界のことば』

／温又柔ほか

【児童書】

『ヤービの深い秋』／梨木香歩

『はたらく細胞人体のふしぎ

図鑑』／講談社

『「お手伝いしましょうか？」

うれしかった、そのひとこと』

／高橋うらら

【社会・医学・その他】

『死ぬんじゃねーぞ !!』

／中川翔子

『脳卒中の再発を防ぐ本』

／平野照之

『手順３つで、しっかりおいし

い毎日のシニアごはん』

／横山タカ子

『はじめよう乳和食』

／小山浩子

『このゴミは収集できません』

／滝沢秀一

『心理学でわかる発達障害

「グレーゾーン」の子の保育』

／杉山崇

『大家さんと僕　これから』

／矢部太郎

【絵本】

おつきさまひとつずつ』

／長野ヒデ子

『グリドングリドン』/宮西達也

『サン・サン・サンタひみつきち』

／かこさとし

『おおにしせんせい』

／長谷川義史

新着図書

図書館カレンダー

 　 映画上映会のお知らせ

上映作品：

　「ビブリア古書堂の事件手帖」

　（黒木華主演、2018 年公開作品）

日時：１１月９日（土）

　　　午前１０時～（121 分）

場所：ふれあいセンター

　　　視聴覚ホール

※入場無料です

は休館日です

11 月

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

問　保健福祉課  　☎ 4-6114
すこやかだより

　

すこやかだより

　

そ
こ
で
、
様
々
な
困
り
事
の
相

談
に
の
り
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
、

元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
お
手
伝
い

を
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ

ほ
え
み
」
で
は
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
交
流
サ
ロ
ン

の
活
動
の
よ
う
な
、
地
域
で
高
齢

者
を
見
守
り
支
援
す
る
体
制
づ
く

り
や
、
介
護
が
必
要
な
方
に
は
、

介
護
保
険
申
請
の
お
手
伝
い
や
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
利
用
出

来
る
よ
う
に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
し
調
整
も
行
っ
て
い
ま

す
。
更
に
、
こ
れ
か
ら
増
え
る
と

予
測
さ
れ
る
認
知
症
高
齢
者
や
、

そ
の
家
族
も
安
心
し
て
過
ご
す
事

が
出
来
る
よ
う
に
認
知
症
対
策
も

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
よ
り
医
療
と
介

護
が
連
携
し
、
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
事
が
求
め
ら
れ
、
平
取
国

保
病
院
と
も
定
期
的
に
会
議
を
開

催
す
る
な
ど
、
体
制
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

　

何
か
お
困
り
の
際
、
ま
ず
は
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

～
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
～

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
ほ
え
み
」
℡
２
―
３
７
０
０

『
第
二
の
人
生
、
自
分
ら
し
く

過
ご
す
た
め
に
』

　
　

～
介
護
か
ら
介
護
予
防
へ
～

　

平
成
十
二
年
に
介
護
保
険
法
が

施
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
家
族
に

よ
る
介
護
か
ら
、
み
ん
な
で
支
え

る
公
的
な
介
護
の
仕
組
み
が
始
ま

り
、
要
支
援
１
～
要
介
護
５
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
応
じ
た
介
護

を
受
け
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
日
本
は
類
を

見
な
い
高
齢
社
会
を
迎
え
2025
問

題
（
2025
年
に
団
塊
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
り
、
医
療
・
介
護
等
の

社
会
保
障
が
急
増
す
る
問
題
）
等

の
対
策
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
同
様
に
介
護
が
必
要
な
方

に
、
必
要
な
介
護
を
提
供
す
る
に

は
、
介
護
職
員
も
施
設
も
お
金
も

足
り
な
い
、
と
い
う
状
況
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
状
態
か
ら
、
自

立
し
た
生
活
に
戻
る
事
は
並
大

抵
の
努
力
で
出
来
る
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
ば
、
元
気
な

時
か
ら
、
健
康
に
気
を
配
り
、
身

体
を
動
か
す
事
で
身
体
機
能
を
保

ち
、
少
し
で
も
介
護
を
必
要
と
す

る
時
期
を
遅
ら
せ
る
事
が
、
自
分

ら
し
く
生
活
す
る
第
一
歩
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

～
交
流
サ
ロ
ン
の
活
用
～

　

高
齢
者
の
生
活
を
考
え
る
と
、

自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方

は
、
足
腰
が
弱
り
や
す
く
、
一
般

的
に
は
物
忘
れ
も
し
や
す
く
な
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て

も
定
期
的
に
外
出
す
る
方
が
長
生

き
と
の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
国
は
歩
い
て
出
掛
け
ら
れ

る
範
囲
に
、
高
齢
者
が
自
由
に
過

ご
す
事
が
で
き
る
、
交
流
サ
ロ
ン

の
開
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
取
町
は
面
積
が
広
く
、
地
区

が
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、
歩
い

て
行
け
る
距
離
に
作
る
事
は
難
し

い
で
す
が
、
各
地
区
に
一
ヶ
所
ず

つ
の
整
備
を
目
指
し
、
現
在
、
十
ヶ

所
の
サ
ロ
ン
が
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

サ
ロ
ン
に
通
い
や
す
い
よ
う

に
、
今
年
度
か
ら
は
、
自
宅
と
サ

ロ
ン
会
場
を
結
ぶ
送
迎
サ
ー
ビ
ス

も
開
始
し
ま
し
た
。
地
域
の
友
人

と
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
お
互
い

の
見
守
り
の
場
で
あ
り
、
筋
力
低

下
防
止
、
認
知
症
予
防
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る
サ
ロ
ン
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
地
区

で
の
サ
ロ
ン
立
上
げ
も
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
ほ
え
み
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
～

　

平
取
町
の
高
齢
化
率
は
令
和
元

年
で
34.7
％
と
な
り
、
全
国
の
28
％

と
比
べ
、
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
傾
向
は
今
後
も
変
わ
り

な
く
、
独
居
や
高
齢
夫
婦
世
帯
、

認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
、
家
族

が
遠
方
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
増
え

る
事
で
、
出
来
る
だ
け
家
族
に
負

担
を
か
け
ず
に
、
最
期
ま
で
住
み

慣
れ
た
自
宅
で
過
ご
し
た
い
と
考

え
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く

生
活
上
の
問
題
は
、
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
・
介
護
予
防
・
住
ま
い

等
、
様
々
で
あ
り
、
ど
れ
か
一
つ

が
欠
け
た
だ
け
で
も
、
地
域
で
の

暮
ら
し
を
脅
か
し
ま
す
し
、
問
題

が
複
雑
に
絡
ま
り
、
ど
こ
か
一
ヶ

所
で
解
決
す
る
事
も
難
し
い
で
す
。
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　役場関係
　電話番号

平取町役場  　   ☎ 2-2221
総務課（代表）   ☎ 2-2221
まちづくり課     ☎ 2-2222
産業課　　　 　☎ 2-2223
税務課　　　 　☎ 2-2224
出納室　　　 　☎ 2-2225
建設水道課　　 ☎ 2-2226
議会事務局　　 ☎ 2-2227
アイヌ施策推進課
　                   　☎ 2-2341
農業委員会・土地改良区
                          ☎ 2-2695
観光商工課        ☎ 3-7703

ふれあいセンターびらとり
                            ☎ 4-6111
　                       
保健福祉課
  保健推進係・福祉係
                         ☎ 4-6112

  介護支援係・介護保険係
　                       ☎ 4-6114
町民課　            ☎ 4-6113         
   児童館　         ☎ 2-3026  
子ども発達支援センター　                 
                           ☎ 2-3400                       
  地域包括支援センター
　「ほほえみ」     ☎ 2-3700 
図書館　            ☎ 4-6666       

平取町教育委員会
中央公民館　     ☎ 2-2619    
町民体育館         ☎ 2-2749  
  二風谷アイヌ文化博物館
　                       ☎ 2-2892
 沙流川歴史館    ☎ 2-4085
役場振内支所     ☎ 3-3211

役場貫気別支所 ☎ 5-5204

平取町国民健康保険病院
　                       ☎ 2-2201     
平取町社会福祉協議会
                         ☎ 4-2267 

平取町外 2 町衛生施設組合
                           ☎ 2-2024                

平取消防署         ☎ 2-2361

ホームページ QR コード

広報びらとり⑤ No.684

天
高
く
秋
の
一
日
静
か
な
り　

木
の
葉
も
ゆ
れ
ず
平
和
な
り
け
り　

     

中
沢　

三
二
子　

雨
晴
れ
て
一
泊
旅
行
に　

老
大
の
友
を
見
送
る
心
淋
し
き　
　
　
　
　

  

相
田　

の
ぶ
子

野
も
山
も
秋
の
衣
に
変
り
ゆ
く　

色
を
あ
つ
め
て
お
し
ゃ
れ
な
季
な
り  

中
原　

千
鶴
子

少
し
で
も
作
れ
て
嬉
し
自
家
野
菜　

思
い
も
深
く
子
育
て
の
ご
と
き　

  

石
川
原　

多
満
代

銀
漢
の
煌
め
く
星
は　

志
半
ば
で
逝
き
に
し
命
の
光　
　
　
　
　
　
　

  

熊
谷　

厚
子

        

「
す
ず
ら
ん
短
歌
会
」
入
会
者
募
集
！ 
希
望
者
は
、
中
央
公
民
館
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
へ

び
ら

と
り

広
 報
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今月のワンショット
第 43 回日高管内道民芸術
「祭軽音楽祭～フォーク～」（9/29）
ゲスト：北海道歌旅座 吉田淳子さん

広
報
び
ら
と
り
　
第
6
8
8
号
　
令
和
元
年
10
月
25
日
発
行

（前月比）

人　口 4,995 人 （－ 6 人）

男 2,436 人 （－ 2 人）

女 2,559 人 （－ 4 人）

世帯数 2,551 世帯 （－ 1世帯）

※ 9月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数

すずらん短歌会詠草
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